
横 浜 漢 点 字 羽 化 の 会
〒231-0851 横浜市中区山元町2-105 Tel 045-641-1290

発行責任者 代 表 岡 田 健 嗣
編集責任者 木 下 和 久

目 次

漢点字の散歩（24） (岡田健嗣） ････････････････････ １

点字から識字までの距離（81）（山内 薫）･･････････････ ８

東京漢点字例会報告とわたくしごと (木村多恵子）･･････ 12

東京漢点字学習会報告 (菅野良之）････････････････････ 18

ご報告とご案内 ･･････････････････････････････････ 20

漢文のページ ････････････････････････････････････ 23

漢点字講習用テキスト(初級編・第25回) ･･････････････ 26

編集後記 （木下和久） ････････････････････････････ 27

２０１１年４月１５日発行（隔月刊）



漢
点
字
の
散
歩
（
二
十
四
）

岡
田

健
嗣

漢
点
字
紹
介
（
七
）

４
．

漢
点
字
の
ご
紹
介

④

比
較
文
字
と
発
音
文
字

ａ
．
比
較
文
字
と
そ
の
近
似
文
字

こ
こ
で
ご
紹
介
す
る
比
較
文
字
は
、
第
一
基
本
文
字
、
漢
数

字
に
続
く
三
つ
目
の
基
本
文
字
で
す
。
こ
れ
ら
は
、
漢
点
字
を

考
案
さ
れ
た
川
上
泰
一
先
生
の
ユ
ニ
ー
ク
な
発
想
か
ら
誕
生
し

ま
し
た
。

比
較
文
字
は
、
「
父
母
」
、
「
左
右
」
な
ど
、
文
字
の
意
味

の
上
か
ら
小
さ
な
グ
ル
ー
プ
に
ま
と
め
ら
れ
る
も
の
と
、
長
さ

・
距
離
・
重
さ
・
容
量
な
ど
、
度
量
衡
の
単
位
を
表
す
も
の

の
、
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
大
別
で
き
ま
す
。

比
較
文
字
の
特
徴
は
、
一
マ
ス
目
に
「

」
の
符
号
が
置
か

れ
る
こ
と
で
す
。
一
マ
ス
目
に
「

」
の
漢
点
字
符
号
が
あ
っ

て
、
二
マ
ス
目
に
文
字
を
表
す
漢
点
字
符
号
が
置
か
れ
ま
す
。

他
の
文
字
と
組
み
合
わ
さ
れ
て
複
合
文
字
を
作
る
と
き
は
、
二

マ
ス
目
の
漢
点
字
符
号
が
部
首
と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
比

較
文
字
は
、
「

」
が
一
マ
ス
目
に
あ
る
二
マ
ス
漢
点
字
で
あ

っ
て
、
し
か
も
基
本
文
字
で
す
。
そ
し
て
一
マ
ス
目
の
「

」

の
符
号
が
、
第
一
基
本
文
字
の
「

比
」
に
由
来
し
て
い
る
と

こ
ろ
か
ら
、
「
比
較
文
字
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。

上
・
中
・
下

（
１
）

上

ジ
ョ
ウ

う
え

か
み

あ
が

る

あ
げ
る

の
ぼ
る

手
の
ひ
ら
を
上
に
向
け
て
上
野
方
を
指
し
示
す
指
事
文
字
で

す
。
上
の
方
、
上
に
上
が
る
、
上
昇
す
る
こ
と
を
表
し
ま
す
。

漢
点
字
で
は
、
「

」
で
比
較
文
字
を
、
「

」
で
上
を
表
し

ま
す
。

（
２
）

中

チ
ュ
ウ

な
か

軍
隊
の
指
揮
官
の
持
つ
旗
を
象
っ
た
象
形
文
字
と
言
わ
れ
ま

す
。
真
ん
中
や
内
側
を
意
味
し
ま
す
。
的
に
中
る
、
毒
に
当
た

る
と
、
「
あ
た
る
」
と
い
う
訓
読
も
あ
り
ま
す
。
漢
点
字
で

は
、
「

」
で
比
較
文
字
を
、
「

」
で
中
を
表
し
ま
す
。

例
：

沖

仲

忠

（
３
）

下

カ

ゲ

し
た

し
も

さ
が
る

さ
げ
る

く
だ
る

－ １ －



手
の
ひ
ら
を
下
に
向
け
て
、
下
を
指
し
示
す
指
事
文
字
で

す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
比
較
文
字
を
、
「

」
で
下
を

表
し
ま
す
。

右
と
左

（
４
）

右

ユ
ウ

ウ

み
ぎ

カ
タ
カ
ナ
の
「
ナ
」
の
右
下
に
、
「
口
」
が
置
か
れ
た
形
の

文
字
で
す
。
カ
タ
カ
ナ
の
「
ナ
」
の
形
は
、
「
有
」
と
同
様

に
、
手
で
何
か
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
、
右
下
の
「
口
」
が
持

た
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
み
ぎ
が
わ
を
意
味
す
る
文
字
で
す
。

漢
点
字
で
は
「
有
」
と
は
違
っ
て
、
「

（
十
）
」
の
符
号
は

用
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
「

」
で
比
較
文
字
を
、
「

」
で
右
側

を
表
し
ま
す
。

例
：

若

祐

（
５
）

左

サ

ひ
だ
り

カ
タ
カ
ナ
の
「
ナ
」
の
右
下
に
、
「
工
」
が
置
か
れ
た
形
の

文
字
で
す
。
カ
タ
カ
ナ
の
「
ナ
」
の
形
は
、
「
有
」
と
同
様

に
、
手
で
何
か
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
、
右
下
の
「
工
」
が
持

た
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
ひ
だ
り
が
わ
を
意
味
す
る
文
字
で

す
。
漢
点
字
で
は
「
有
」
と
は
違
っ
て
、
「

（
十
）
」
の
符

号
は
用
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
「

」
で
比
較
文
字
を
、
「

」
で

左
側
を
表
し
ま
す
。

例
：

佐

大
と
小

（
６
）

大

ダ
イ

タ
イ

お
お
き
い

人
が
両
手
を
広
げ
て
た
っ
た
姿
を
帳
面
か
ら
見
た
と
こ
ろ
を

象
っ
て
い
ま
す
。
漢
点
字
で
は
「

」
で
比
較
文
字
を
、

「

」
で
大
を
表
し
ま
す
。

例
：

因

奇

美

＊

「

」
の
点
字
符
号
は
、
第
一
基
本
文
字
で
は
「
犬
」

を
、
比
較
文
字
で
は
「
大
」
を
表
し
ま
す
。
「
犬
」
で
は
右
肩

に
点
が
付
い
て
い
る
だ
け
で
、
形
が
大
変
類
似
し
て
い
ま
す
。

漢
点
字
で
も
形
の
類
似
を
採
り
ま
し
た
。

（
７
）

小

シ
ョ
ウ

ち
い
さ
い

小
さ
な
も
の
が
散
ら
ば
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
象
っ
た
文
字
で

す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
比
較
文
字
を
、
「

」
で
小
を

表
し
ま
す
。

例
：

少

肖

尖

父
と
母

（
８
）

父

フ

ち
ち

－ ２ －



字
形
は
、
父
の
象
徴
で
あ
る
斧
に
由
来
す
る
と
言
わ
れ
ま

す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
比
較
文
字
を
、
「

」
で
父
を

表
し
ま
す
。

（
９
）

母

ボ

は
は

女
性
が
母
に
な
る
こ
と
を
象
っ
た
文
字
で
す
。
漢
点
字
で
は

「

」
で
比
較
文
字
を
、
「

」
で
母
を
表
し
ま
す
。

高
と
低

（

）

高

コ
ウ

た
か
い

10
背
の
高
い
建
物
を
象
っ
た
文
字
で
す
。
漢
点
字
で
は
、

「

」
で
比
較
文
字
を
、
「

」
で
高
を
表
し
ま
す
。

例
：

稿

膏

縞

（

）

低

テ
イ

ひ
く
い

11
右
側
の
旁
は
、
平
ら
に
均
し
た
土
地
を
表
し
て
い
ま
す
。
そ

こ
に
人
が
住
む
集
落
が
成
立
し
ま
す
。
均
し
た
土
地
は
、
周
辺

よ
り
低
く
な
り
ま
す
。
こ
の
旁
が
テ
イ
の
音
を
表
し
ま
す
。
左

側
に
は
人
偏
が
つ
い
て
、
元
は
背
の
低
い
人
を
表
す
文
字
で
し

た
が
、
そ
こ
か
ら
「
ひ
く
い
」
と
い
う
意
味
に
な
り
ま
し
た
。

漢
点
字
で
は
、
「

」
で
比
較
文
字
を
、
「

」
で
低
を
表
し

ま
す
。
こ
の
漢
点
字
符
号
「

」
で
、
テ
イ
の
音
符
を
表
し
ま

す
。例

：

抵

底

入
と
出

（

）

入

ニ
ュ
ウ

い
る

い
れ
る

は
い

12

る
建
物
の
入
り
口
を
象
っ
た
文
字
で
す
。
漢
点
字
で
は
、

「

」
で
比
較
文
字
を
、
「

」
で
入
を
表
し
ま
す
。

＊

こ
の
文
字
は
人
の
文
字
と
左
右
が
対
象
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
漢
点
字
符
号
も
「

」
と
し
て
、
人
の
「

」
に

近
似
し
た
形
を
採
り
ま
し
た
。

（

）

出

シ
ュ
ツ

ス
イ

で
る

だ
す

13
足
を
踏
み
出
し
た
と
き
に
付
く
足
跡
を
象
っ
た
文
字
で
す
。

漢
点
字
で
は
、
「

」
で
比
較
文
字
を
、
「

」
で
出
を
表
し

ま
す
。

優
・
良
・
可

（

）

優

ユ
ウ

す
ぐ
れ
る

や
さ
し
い

14
右
側
の
旁
は
喪
に
服
す
る
悲
し
み
を
表
し
た
文
字
で
す
。
そ

れ
に
人
偏
が
付
い
て
そ
の
よ
う
な
人
を
表
し
ま
す
。
ま
た
そ
の

よ
う
な
所
作
を
す
る
人
、
俳
優
を
も
意
味
し
ま
す
。
漢
点
字
で

は
、
「

」
で
比
較
文
字
を
、
「

」
で
優
を
表
し
ま
す
。

－ ３ －



（

）

良

リ
ョ
ウ

よ
い

15
穀
物
を
容
れ
る
袋
を
象
っ
た
文
字
で
、
質
の
よ
い
穀
物
の
粒

を
選
り
分
け
る
こ
と
を
意
味
す
る
文
字
で
す
。
漢
点
字
で
は
、

「

」
で
比
較
文
字
を
、
「

」
で
良
を
表
し
ま
す
。

例
：

朗

浪

郎

＊

「
良
」
に
字
形
の
似
た
文
字
「
艮
」
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
文
字
も
多
く
の
文
字
を
構
成
し
ま
す
。
漢
点
字
で
は
「

」
と
、
良
の
近
似
文
字
で
す
。

（

）

可

カ

よ
い

べ
し

16
神
に
祈
り
を
捧
げ
る
と
き
に
用
い
る
道
具
と
、
そ
の
所
作
を

象
っ
た
文
字
で
す
。
「
…
し
た
方
が
よ
い
」
、
「
…
で
き
る
」

と
い
う
意
味
を
表
し
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
比
較
文

字
を
、
「

」
で
可
を
表
し
ま
す
。

例
：

何

河

奇

東
・
西
・
南
・
北

（

）

東

ト
ウ

ひ
が
し

17
穀
物
を
容
れ
る
袋
を
象
っ
た
文
字
で
す
。
ま
た
、
日
が
昇
る

様
子
を
表
す
と
も
言
わ
れ
て
、
東
の
方
角
を
意
味
す
る
文
字
で

す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
比
較
文
字
を
、
「

」
で
東
を

表
し
ま
す
。

例
：

練

凍

棟

（

）

西

セ
イ

サ
イ

に
し

18
木
の
枝
に
か
け
た
鳥
の
巣
を
象
っ
た
文
字
で
す
。
西
の
方
角

を
表
し
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
比
較
文
字
を
、

「

」
で
西

（

）

南

ナ
ン

み
な
み

19
銅
製
の
打
楽
器
を
象
っ
た
文
字
で
、
南
の
方
角
を
表
し
ま

す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
比
較
文
字
を
、
「

」
で
南
の

方
角
を
表
し
ま
す
。

例
：

献

楠

（

）

北

ホ
ク

き
た

20
二
人
の
人
が
、
背
を
向
け
合
っ
て
い
る
姿
を
象
っ
て
い
ま

す
。
王
様
が
背
を
向
け
て
い
る
の
が
北
で
、
こ
の
文
字
が
北
の

方
角
を
表
し
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
比
較
文
字
を
、

「

」
で
北
を
表
し
ま
す
。

例
：

背

寸
・
尺
・
里

－ ４ －



（

）

寸

ス
ン

21
指
の
幅
の
長
さ
を
表
す
文
字
で
、
ほ
ん
の
少
し
と
い
う
意
味

を
表
し
ま
す
。
現
在
で
は
、
３
．
０
３
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
漢

点
字
で
は
、
「

」
で
比
較
文
字
を
、
「

」
で
寸
を
表
し
ま

す
。例

：

寺

射

守

村

（

）

尺

シ
ャ
ク

22
手
の
親
指
と
中
指
を
広
げ
た
と
き
の
幅
の
長
さ
を
表
す
文
字

で
す
。
寸
の
１
０
倍
、
３
０
．
３
セ
ン
シ
メ
ー
ト
ル
。
漢
点
字

で
は
、
「

」
で
比
較
文
字
を
、
「

」
で
尺
を
表
し
ま
す
。

例
：

駅

釈

沢

訳

（

）

里

リ

さ
と

23
社
を
中
心
に
人
が
寄
り
集
ま
っ
て
生
活
を
営
む
場
所
を
意
味

す
る
文
字
で
す
。
ま
た
距
離
の
単
位
と
し
て
、
３
．
９
２
７
３

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
表
し
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
比
較

文
字
を
、
「

」
で
里
を
表
し
ま
す
。

例
：

埋

野

理

裏

斤
と
貫

（

）

斤

キ
ン

24
斧
を
象
っ
た
文
字
で
す
。
斧
は
木
を
伐
っ
た
り
、
武
器
に
使

用
し
た
り
し
ま
し
た
。
ま
た
重
さ
の
単
位
と
し
て
、
６
０
０
グ

ラ
ム
を
表
し
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
比
較
文
字
を
、

「

」
で
斤
を
表
し
ま
す
。

例
：

祈

近

新

折

（

）

貫

カ
ン

つ
ら
ぬ
く

25
子
安
貝
の
貝
殻
を
連
ね
た
形
を
象
っ
た
文
字
で
す
。
貝
殻
に

穴
を
空
け
て
紐
を
通
す
こ
と
か
ら
、
ず
っ
と
続
く
こ
と
を
意
味

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
重
さ
の
単
位
と
し
て
、
３
．
７
５

キ
ロ
グ
ラ
ム
を
表
し
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
比
較
文

字
を
、
「

」
で
貫
を
表
し
ま
す
。

例
：

慣

勺
・
升
・
斗

（

）

勺

シ
ャ
ク

セ
キ

26
水
を
く
む
小
さ
な
ひ
し
ゃ
く
を
象
っ
た
文
字
で
、
く
む
と
か

わ
ず
か
と
い
う
意
味
を
表
し
ま
す
。
容
量
の
単
位
と
し
て
、
１

８
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
を
表
し
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
比

較
文
字
を
、
「

」
で
勺
を
表
し
ま
す
。

例
：

釣

的

約

－ ５ －



（

）

升

シ
ョ
ウ

ま
す

27
ひ
し
ゃ
く
の
中
に
者
が
入
っ
て
い
る
様
子
を
象
っ
た
文
字
で

す
。
そ
こ
か
ら
者
の
容
量
を
量
る
容
器
、
マ
ス
を
意
味
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
容
量
の
単
位
と
し
て
は
、
１
．
８
リ
ッ
ト

ル
を
表
し
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
比
較
文
字
を
、

「

」
で
升
を
表
し
ま
す
。

例
：

昇

（

）

斗

ト

28
柄
の
付
い
た
ひ
し
ゃ
く
を
象
っ
た
文
字
で
す
。
ひ
し
ゃ
く
で

穀
物
を
す
く
い
取
る
、
そ
の
容
量
を
量
る
こ
と
を
意
味
し
ま

す
。
容
量
の
単
位
と
し
て
は
、
１
８
リ
ッ
ト
ル
で
す
。
漢
点
字

で
は
、
「

」
で
比
較
文
字
を
、
「

」
で
斗
を
表
し
ま
す
。

例
：

科

斜

斡

料

比
較
文
字
の
近
似
文
字

（

）

天

テ
ン

あ
め

あ
ま

29
「
大
」
の
近
似
文
字
で
す
。
大
の
上
に
接
し
て
一
が
置
か
れ

た
形
で
表
さ
れ
ま
す
。
人
の
体
と
そ
の
上
の
部
分
の
頭
を
象
っ

て
い
ま
す
。
天
は
空
を
意
味
し
て
、
神
の
い
る
場
所
と
考
え
ら

れ
ま
し
た
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
近
似
文
字
を
、
「

」

で
大
を
表
し
ま
す
。

（

）

太

タ
イ

タ

ふ
と
い

ふ
と
る

30

「
大
」
の
近
似
文
字
で
す
。
「
大
」
の
下
の
開
い
た
と
こ
ろ

に
点
を
置
い
た
形
で
す
。
「
お
だ
や
か
、
や
す
ら
か
」
と
い
う

意
味
に
用
い
ら
れ
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
近
似
文
字

を
、
「

」
で
大
を
表
し
ま
す
。

（

）

夫

フ

フ
ウ

お
っ
と

31
「
大
」
の
近
似
文
字
で
す
。
大
は
、
両
手
を
広
げ
て
立
っ
て

い
る
形
、
そ
の
男
の
髷
に
簪
を
差
し
て
い
る
形
の
文
字
で
す
。

漢
点
字
で
は
、
「

」
で
近
似
文
字
を
、
「

」
で
大
を
表
し

ま
す
。

（

）

氏

シ

う
じ

32
「
低
」
の
近
似
文
字
で
す
。
低
は
人
偏
と
テ
イ
の
音
を
表
す

形
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
旁
は
、
土
地
を
平
ら
に
均
し
て
、
人

の
住
ま
い
を
置
く
こ
と
を
表
し
ま
す
。
そ
の
上
の
部
分
が
こ
の

「
氏
」
で
す
。
こ
の
文
字
は
、
氏
族
の
象
徴
で
あ
る
柄
の
付
い

た
小
刀
を
象
っ
て
い
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
禁
じ
文

字
を
、
「

」
で
低
の
旁
を
表
し
ま
す
。

例
：

昏

紙

（

）

丘

キ
ュ
ウ

お
か

33
「
升
」
の
近
似
文
字
で
す
。
土
地
の
盛
り
上
が
り
と
谷
間
を

象
っ
て
い
ま
す
。
丘
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
升
を
、
「

」

で
近
似
文
字
を
表
し
ま
す
。

－ ６ －



例
：

兵

＊

こ
の
他
に
「

憂
」
（
優
）
、
「

艮
」

（
良
）
、
「

斥
」
（
斤
）
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
他
の

文
字
の
構
成
要
素
と
し
て
重
要
で
す
。

ｂ
．
発
音
文
字

４
番
目
の
基
本
文
字
は
「
発
音
文
字
」
で
す
。
文
字
の
音
や

訓
を
カ
ナ
点
字
で
表
し
て
、
漢
字
と
し
て
使
用
す
る
の
が
こ
の

「
発
音
文
字
」
で
す
。
字
形
の
面
か
ら
見
る
と
、
や
や
複
雑
な

形
を
し
た
文
字
で
す
。

(

）

円

エ
ン

ま
る
い

34
儀
礼
用
の
丸
い
器
を
象
っ
た
文
字
で
す
。
漢
点
字
で
は
、

「

」
で
表
し
ま
す
。
漢
点
字
符
号
を
カ
ナ
点
字
読
み
し
ま

す
と
、
「
エ
ン
」
と
な
り
ま
す
。

（

）

鬼

キ

お
に

35
大
き
な
力
を
持
つ
も
の
で
、
人
に
危
害
を
加
え
る
も
の
と
し

て
恐
れ
ら
れ
ま
し
た
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
し
ま

す
。
漢
点
字
符
号
を
カ
ナ
点
字
読
み
し
ま
す
と
、
「
オ
ニ
」
と

な
り
ま
す
。

例
：

魂

魔

魅

（

）

告

コ
ク

つ
げ
る

36

神
に
祈
っ
て
そ
の
声
を
聞
い
た
り
、
王
の
命
令
を
臣
下
に
伝

え
る
こ
と
を
表
す
文
字
で
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表

し
ま
す
。
漢
点
字
符
号
を
カ
ナ
点
字
読
み
し
ま
す
と
、
「
コ

ク
」
と
な
り
ま
す
。

（

）

事

ジ

こ
と

37
国
王
の
行
う
祭
り
と
、
国
王
に
仕
え
る
こ
と
を
表
し
ま
す
。

漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
し
ま
す
。
漢
点
字
符
号
を
カ
ナ

点
字
読
み
し
ま
す
と
、
「
コ
ト
」
と
な
り
ま
す
。

（

）

生

セ
イ

シ
ョ
ウ

い
き
る

う
ま

38

れ
る

は
え
る

な
る

お
う

な
ま

き

春
に
、
草
が
芽
生
え
る
形
を
象
っ
た
文
字
で
す
。
漢
点
字
で

は
、
「

」
で
表
し
ま
す
。
漢
点
字
符
号
を
カ
ナ
点
字
読
み

し
ま
す
と
、
「
セ
イ
」
と
な
り
ま
す
。

（

）

争

ソ
ウ

あ
ら
そ
う

39
棒
状
の
も
の
を
引
き
合
っ
て
、
争
う
姿
を
象
っ
た
文
字
で

す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
し
ま
す
。
漢
点
字
符
号
を

カ
ナ
点
字
読
み
し
ま
す
と
、
「
ソ
ー
」
と
な
り
ま
す
。

例
：

静

浄

（

）

対

タ
イ

ツ
イ

40
人
が
向
か
い
合
っ
て
壁
を
打
ち
固
め
る
形
を
象
っ
た
文
字
で

す
。
タ
イ
と
読
む
と
向
か
い
合
う
こ
と
を
、
ツ
イ
と
読
む
と
、

－ ７ －



二
つ
で
一
組
の
意
味
を
表
し
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」

で
表
し
ま
す
。
漢
点
字
符
号
を
カ
ナ
点
字
読
み
し
ま
す
と
、

「
タ
イ
」
と
な
り
ま
す
。

（

）

拝

ハ
イ

お
が
む

41
草
花
を
手
で
抜
く
形
を
象
っ
た
文
字
で
す
。
頭
を
地
に
つ
け

て
拝
礼
す
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」

で
表
し
ま
す
。
漢
点
字
符
号
を
カ
ナ
点
字
読
み
し
ま
す
と
、

「
ハ
イ
」
と
な
り
ま
す
。

（

）

反

ハ
ン

ホ
ン

タ
ン

そ
る

か

42

え
る

そ
む
く

崖
を
よ
じ
登
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
象
っ
た
文
字
で
す
。
崖
が

急
な
た
め
に
身
体
が
反
り
返
っ
て
い
る
こ
と
を
表
し
ま
す
。
漢

点
字
で
は
、
「

」
で
表
し
ま
す
。
漢
点
字
符
号
を
カ
ナ
点

字
読
み
し
ま
す
と
、
「
ハ
ン
」
と
な
り
ま
す
。

例
：

坂

板

返

飯

（

）

民

ミ
ン

た
み

43
瞳
を
突
き
刺
し
て
視
力
を
失
わ
せ
る
形
を
象
っ
て
い
る
文
字

で
す
。
視
力
を
奪
っ
て
神
に
仕
え
さ
せ
る
こ
と
を
意
味
し
ま

す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
し
ま
す
。
漢
点
字
符
号
を

カ
ナ
点
字
読
み
し
ま
す
と
、
「
ミ
ン
」
と
な
り
ま
す
。

例
：

眠

点
字
か
ら
識
字
ま
で
の
距
離
（
八
十
一
）

盲
学
校
・
ろ
う
学
校
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ(

五)

山

内

薫
（
墨
田
区
立
あ
ず
ま
図
書
館
）

Ｋ
さ
ん
が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
っ
た
翌
年
に
は
、
同
じ

く
文
京
盲
学
校
の
Ｙ
さ
ん
が
あ
ず
ま
図
書
館
で
職
場
体
験
を
行

っ
た
。
Ｋ
さ
ん
は
三
日
間
だ
っ
た
が
、
Ｙ
さ
ん
の
場
合
は
二
日

間
の
日
程
で
あ
り
、
余
裕
の
な
い
職
場
体
験
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
と
き
に
も
白
百
合
女
子
大
学

の
学
生
二
名
の
図
書
館
実

習
と
重
な
り
、
初
日
は
午

前
中
が
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
と
館
内
見
学
、
窓
口

業
務
、
午
後
は
二
人
の
学

生
に
点
字
を
教
え
る
事
を

課
題
に
し
た
。
彼
女
は
点

字
で
読
み
書
き
し
て
い
る

も
の
の
強
度
の
弱
視
な
の

で
窓
口
で
の
貸
出
返
却
時

の
バ
ー
コ
ー
ド
ス
キ
ャ
ン

窓口で貸出

－ ８ －



な
ど
は
余
り
手
助
け
し
な
く
て
も
こ
な
す
こ
と
が
で
き
た
。
二

日
目
の
午
前
中
は
窓
口
業
務
の
あ
と
選
定
会
議
に
出
席
し
て
も

ら
っ
た
。
午
後
に
は
毎
月
寺
島
図
書
館
で
行
っ
て
い
る
音
訳
者

の
集
ま
り
、
「
音
訳
勉
強
会
」
に
参
加
し
、
音
訳
者
の
録
音
し

て
き
た
課
題
に
つ
い
て
感
想
・
意
見
を
述
べ
て
も
ら
う
こ
と
に

し
た
。
日
頃
視
覚
障
害
利
用
者
か
ら
自
分
の
音
訳
し
た
も
の
に

つ
い
て
直
接
意
見
を
述
べ
て
も
ら
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の

で
、
音
訳
者
に
と
っ
て
は
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。
音
訳
者
に

事
前
に
録
音
し
て
き
て
も
ら
っ
た
課
題
は
、
「
嵐
」
の
メ
ン
バ

ー
の
一
人
一
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
雑
誌
「
ａ
ｎ
・
ａ
ｎ
」

の
「
デ
ビ
ュ
ー
一
〇

年
目
突
入
、
嵐
は
次

の

ス

テ

ー

ジ

へ

」

（
二
〇
〇
八
年
一
一

月
二
六
日
号
）
と
い

う
記
事
だ
っ
た
。
こ

れ
は
、
Ｙ
さ
ん
が
実

習
の
事
前
打
ち
合
わ

せ

に

見

え

た

と

き

に
、
彼
女
の
好
き
な

芸
能
人
を
聞
き
き
、

音訳勉強会でテープを聴くYさん

「
嵐
」
が
好
き
と
聞
い
て
い
た
の
で
選
ん
だ
も
の
で
、
音
訳
勉

強
会
に
参
加
す
る
二
〇
人
余
り
の
音
訳
者
は
嵐
の
メ
ン
バ
ー
五

人
の
内
の
一
人
分
の
記
事
を
事
前
に
テ
ー
プ
録
音
し
て
持
っ
て

来
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
テ
ー
プ
を
全
員
で

聴
き
な
が
ら
彼
女
に
意
見
を
述
べ
て
も
ら
っ
た
。
音
訳
勉
強
会

の
終
了
後
、
Ｙ
さ
ん
の
お
母
さ
ん
と
担
任
の
先
生
が
寺
島
図
書

館
に
見
え
、
反
省
会
を
行
っ
た
。
Ｋ
さ
ん
の
場
合
に
は
実
習
日

誌
は
テ
キ
ス
ト
フ
ァ
イ
ル
で
も
ら
い
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
講
評

も
テ
キ
ス
ト
フ
ァ
イ
ル
で
書
い
て
渡
し
た
の
で
記
録
が
残
っ
て

い
た
が
、
Ｙ
さ
ん
の
場
合
に
は
点
字
で
書
か
れ
た
実
習
日
誌
を

見
せ
て
も
ら
い
、
そ
れ
に

対
し
て
点
字
で
講
評
を
書

い
た
の
で
記
録
が
残
っ
て

お
ら
ず
、
た
っ
た
二
日
間

だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
印

象
の
薄
い
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
だ
っ
た
。

Ｙ
さ
ん
が
来
た
次
の

週
、
今
度
は
東
京
都
立
葛

飾
ろ
う
学
校
高
等
部
二
年

生
の
Ｔ
さ
ん
が
四
日
間
の

担任と事前打ち合わせに来館

－ ９ －



イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
来
館
し
た
。
視
覚
障
害
学
生
の
利
用
は

以
前
か
ら
あ
り
、
全
盲
の
学
生
に
し
ろ
弱
視
の
学
生
に
し
ろ
何

人
も
利
用
者
が
い
た
の
で
、
ガ
イ
ド
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
ほ
と
ん
ど
分
か
っ
て
い
た
が
、
聴
覚
障
害
利
用

者
と
の
対
応
は
今
ま
で
数
え
る
ほ
ど
し
か
な
く
、
ど
の
よ
う
に

受
け
入
れ
れ
ば
よ
い
の
か
多
少
の
不
安
も
あ
っ
た
。
区
役
所
の

職
員
課
か
ら
ろ
う
学
校
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
受
け
入
れ

ら
れ
る
か
ど
う
か
図
書
館
に
打
診
が
あ
っ
た
と
き
に
は
、
口
話

で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
い
る
と
の
話
だ
っ
た
が
、

七
月
一
六
日
に
担
任
の
先
生
と
打
合
わ
せ
の
た
め
に
来
館
し
た

本
人
と
話
を
し
た
と
こ
ろ
、
簡
単
な
手
話
と
筆
談
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
Ｔ
さ
ん
の
発
語
は

と
て
も
明
瞭
で
、
何
を
話
し
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
と
い
う

こ
と
は
な
く
、
Ｔ
さ
ん
の
意
志
を
我
々
に
伝
え
る
こ
と
に
は
何

の
問
題
も
な
い
が
、
こ
ち
ら
が
Ｔ
さ
ん
に
意
志
を
伝
え
る
時
に

ど
う
す
る
か
が
問
題
だ
っ
た
。
大
き
な
声
で
話
せ
ば
あ
る
程
度

聞
こ
え
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
基
本
的
に
は
筆
談
で
話
を
伝

え
る
こ
と
に
し
た
。
会
議
の
場
や
机
の
あ
る
場
所
で
は
パ
ソ
コ

ン
を
使
い
、
ワ
ー
プ
ロ
で
こ
ち
ら
が
伝
え
た
い
こ
と
を
打
っ
て

画
面
を
見
て
も
ら
い
、
窓
口
な
ど
で
は
ク
リ
ッ
プ
ホ
ル
ダ
ー
に

白
紙
を
挟
ん
で
お
き
、
そ
の
白
紙
に
鉛
筆
で
伝
え
た
い
こ
と
を

書
く
こ
と
に
し
た
。
そ
の
他
簡
単
な
意
思
の
疎
通
に
は
手
話
を

使
う
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
Ｔ
さ
ん
自
身
、
仲
間
が
話
し
て
い
る

日
本
手
話
は
ほ
と
ん
ど
理
解
で
き
な
い
と
い
う
。
日
本
語
対
応

手
話
は
何
と
か
分
か
る
と
の
こ
と
な
の
で
、
Ｔ
さ
ん
に
教
え
て

も
ら
い
な
が
ら
話
の
中
に
簡
単
な
手
話
を
交
え
る
こ
と
も
試
し

て
み
る
こ
と
に
な
っ
た
。

さ
て
、
Ｔ
さ
ん
は
専
攻
科
の
デ
ザ
イ
ン
系
で
学
ん
で
い
る
と

い
う
こ
と
な
の
で
、
今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
は
専
攻
科

で
の
デ
ザ
イ
ン
を
生
か
し
て
、
新
た
に
貸
出
を
始
め
る
予
定
の

知
的
障
害
者
授
産
施
設
向
け
図
書
館
利
用
案
内
を
作
っ
て
も
ら

う
こ
と
を
課
題
に
し
た
。
こ
の
件
に
関
し
て
は
こ
の
連
載
の
七

四
～
七
六
回
（
「
う
か
」
七
八
号
～
八
〇
号
）
「
墨
田
福
祉
作

業
所
へ
の
出
張
貸
出
」
で
触
れ
た
の
で
そ
ち
ら
を
見
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
う
。

第
一
日
目
は
ま
ず
館
内
を
一
通
り
案
内
し
た
後
、
朝
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
で
あ
ず
ま
図
書
館
の
職
員
全
員
に
Ｔ
さ
ん
を
紹
介
し

た
。
そ
の
後
、
先
週
実
習
し
た
文
京
盲
学
校
の
Ｙ
さ
ん
の
実
習

の
様
子
を
写
真
で
見
て
も
ら
い
、
四
日
間
の
予
定
表
を
渡
し
て

説
明
し
た
。
三
日
目
の
午
後
と
四
日
目
の
午
後
に
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
と
老
人
保
健
施
設
を
訪
問
し
て
紙
芝
居
な
ど
を
行
う

予
定
が
あ
る
の
で
、
紙
芝
居
を
や
っ
て
み
る
か
ど
う
か
尋
ね
る

と
是
非
や
っ
て
み
た
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
二
日
目
の
午

後
に
実
際
に
や
る
紙
芝
居
を
選
ん
で
練
習
す
る
こ
と
に
な
っ

－ １０ －



た
。さ

て
初
日
の
午
前
中
の
残
り
の
時
間
は
窓
口
に
付
い
て
も
ら

っ
た
。
窓
口
で
の
バ
ー
コ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
返
却
ス
キ
ャ

ン
、
貸
出
ス
キ
ャ
ン
は
全
く
問
題
な
く
、
利
用
者
か
ら
の
口
頭

に
よ
る
質
問
等
も
な
か
っ
た
の
で
小
一
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間

に
過
ぎ
去
っ
た
。

午
後
は
二
時
か
ら
各
図
書
館
の
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
が

集
ま
っ
て
会
議
が
予
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ま
で
の
一
時

間
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
・
デ
イ
ジ
ー
図
書
を
見
て
も
ら
う
こ
と

に
し
た
。
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
・
デ
イ
ジ
ー
に
つ
い
て
は
こ
の
連

載
の
三
二
・
三
三
回
（
「
う
か
」
三
五
号
・
三
六
号
）
で
既
に

紹
介
し
て
い
る
の
で
参
照

し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、

パ
ソ
コ
ン
の
画
面
上
に
テ

キ
ス
ト
と
画
像
が
表
示
さ

れ
、
同
時
に
音
声
が
シ
ン

ク
ロ
（
同
期
）
し
て
、
現

在
音
声
で
読
ま
れ
て
い
る

テ
キ
ス
ト
部
分
に
黄
色
い

バ
ッ
ク
ラ
イ
ト
が
当
た

り
、
今
ど
こ
を
読
ん
で
い

る
か
を
示
す
と
い
う
資
料

で
あ
る
。
一
般
に
文
字
か

マルチメディアデイジー図書を見る

ら
の
情
報
を
得
る
の
が
困
難
な
学
習
障
害
、
特
に
デ
ィ
ス
レ
ク

シ
ア
と
呼
ば
れ
る
人
や
発
達
障
害
の
人
、
知
的
に
障
害
の
あ
る

人
な
ど
が
利
用
者
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
る
。
は
じ
め
に
見
て

も
ら
っ
た
の
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
出
版
さ
れ
た
『
赤
い
ハ
イ
ヒ

ー
ル
－
あ
る
愛
の
も
の
が
た
り
ー
』
（
写
真
／
ビ
ョ
ー
ン
・
ア

ー
ベ
リ
ン
、
文
／
ロ
ッ
タ
・
ソ
ー
ル
セ
ン
、
訳
／
中
村
冬
美

日
本
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
協
会

二
〇
〇
五
）
と
い

う
、
ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト
向
け
の
写
真
絵
本
だ
っ
た
。
そ
の
あ

と
、
光
村
図
書
が
作
成
し
た
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
体
験
版
が
あ

っ
た
の
で
、
そ
れ
を
見
て
も
ら
っ
た
。
こ
の
国
語
の
デ
ジ
タ
ル

教
科
書
体
験
版
は
二
〇
〇
五
年
の
教
科
書
改
訂
に
合
わ
せ
て
作

ら
れ
た
も
の
で
、
一
年
生
の
「
は
な
の
み
ち
」
、
四
年
生
の

「
手
と
心
で
読
む
」
、
六
年
生
の
「
や
ま
な
し
」
の
四
つ
の
単

元
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
「
は
な
の
み
ち
」
で
は
さ
し
絵
が
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
う
に
動
い
た
り
、
「
手
と
心
で
読
む
」
は

点
字
を
扱
っ
た
教
材
で
点
字
図
書
の
出
来
る
ま
で
や
目
の
不
自

由
な
人
の
パ
ソ
コ
ン
機
器
な
ど
、
い
く
つ
も
の
資
料
映
像
が
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
も
マ
ル
チ
メ

デ
ィ
ア
・
デ
イ
ジ
ー
と
同
じ
よ
う
に
文
字
を
音
声
で
読
む
が
、

バ
ッ
ク
ラ
イ
ト
が
あ
た
る
の
で
は
な
く
、
読
ん
で
い
る
部
分
の

文
字
が
太
く
表
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
以
前
マ
ル
チ
メ

デ
ィ
ア
・
デ
イ
ジ
ー
を
製
作
し
て
い
る
日
本
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
協
会
の
人
に
光
村
図
書
の
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
作
成

－ １１ －



ス
タ
ッ
フ
に
連
絡
を
取
っ
て
も
ら
い
、
話
を
し
て
も
ら
っ
た
こ

と
が
あ
っ
た
の
だ
が
、
相
互
協
力
体
制
に
ま
で
は
至
ら
な
か
っ

た
経
緯
が
あ
る
。

さ
て
、
Ｔ
さ
ん
に
こ
の
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
体
験
版
も
見
て
も

ら
う
こ
と
に
し
た
。
パ
ソ
コ
ン
の
ス
ピ
ー
カ
ー
は
音
が
小
さ
い

の
で
、
パ
ソ
コ
ン
に
外
部
ス
ピ
ー
カ
ー
を
取
り
付
け
、
音
が
あ

る
程
度
大
き
く
な
る
よ
う
に
し
て
、
六
年
生
の
単
元
、
宮
沢
賢

治
の
「
や
ま
な
し
」
を
見
て(

聞
い
て
）
も
ら
っ
た
。
彼
女
は

六
年
生
の
時
に
江
東
ろ
う
学
校
で
こ
の
教
材
を
学
ん
だ
こ
と
が

あ
る
と
い
っ
て
い
た
が
、
画
面
の
文
字
と
音
声
が
物
語
を
語
り

始
め
る
と
「
と
っ
て
も
よ
く
分
か
る
」
と
思
わ
ず
声
を
出
し

た
。
つ
ま
り
音
声
だ
け
を
聞
い
て
も
、
難
聴
の
た
め
何
と
言
っ

て
い
る
の
か
分
か
り
に
く
い
が
、
画
面
上
に
文
字
が
あ
り
、
し

か
も
読
ん
で
い
る
部
分
が
太
く
示
さ
れ
る
の
で
、
話
し
て
い
る

内
容
が
よ
く
分
か
る
と
い
う
の
だ
。
そ
う
い
え
ば
、
様
々
な
場

所
で
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を
使
っ
て
い
る
学
校
が
あ
る
か
ど
う
か

聞
い
て
き
た
が
、
未
だ
に
使
っ
て
い
る
と
い
う
学
校
に
出
会
っ

た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
だ
が
、
ど
こ
か
の
ろ
う
学
校
が
使
っ
て

い
る
と
い
う
話
を
仄
聞
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
話
を
聞
い

た
と
き
に
は
な
ぜ
ろ
う
学
校
で
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を
使
う
の
か

良
く
理
解
で
き
な
か
っ
た
が
、
Ｔ
さ
ん
が
目
の
前
で
「
と
て
も

よ
く
分
か
る
」
と
言
っ
た
こ
と
で
、
そ
の
理
由
を
納
得
で
き
た

の
だ
っ
た
。

｢

東
京
漢
点
字
羽
化
の
会｣

例
会･

講
習
会
報
告
と

わ
た
く
し
ご
と

木
村

多
恵
子

第

回
例
会
並
び
に
講
習
会

63２
０
１
１
年
２
月
９
日
（
水
）

：

～

：

、
講
習
会
準
備
と
短
縮
例
会

11

00

12

00

：

～

：

、
講
習
会
受
付

13

00

13

30

：

～

：

、
講
習
会
第
一
日
目

13

30

15

30

場
所
、
港
区
ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
７
階
竹
芝
小
ホ
ー
ル

講
習
会
へ
の
ご
参
加
を
ご
決
断
く
だ
さ
い
ま
し
た
５
人
の
皆

様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
末
永
く
地
道
に
ご
活

動
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
第
二
次
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
、
漢
点
字
入
力
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

講
習
会
」
の
第
一
日
目
の
準
備
の
た
め
と
会
員
の
連
絡
事
項
や

講
習
会
の
手
順
に
つ
い
て
の
最
後
の
打
ち
合
わ
せ
を
す
る
た
め

に
、
会
員
は

時
に
集
合
し
て
い
た
だ
い
た
。

11

２
月

日
の
『
朝
日
「
花
を
ひ
ろ
う
」
』
の
点
字
印
刷
を
し

16

に
、
横
浜
へ
行
っ
て
く
だ
さ
る
方
を
お
二
人
決
め
て
い
た
だ
い

た
。３

月
も

日
に
点
字
印
刷
の
予
約
を
と
っ
て
い
た
だ
い
た
。

16

来
年
度
は
毎
月
第
３
水
曜
日
を
点
字
印
刷
の
予
約
を
し
て
い

－ １２ －



た
だ
い
た
。

講
習
会
一
日
目
は
、
予
定
さ
れ
た
方
は
６
名
で
あ
っ
た
が
、

体
調
を
崩
さ
れ
た
方
が
お
り
、
４
人
が
参
加
さ
れ
た
。

岡
田
さ
ん
が
講
習
会
の
流
れ
を
説
明
し
、
漢
点
字
に
つ
い

て
、
何
故
漢
点
字
が
必
要
か
と
い
う
こ
と
を
話
さ
れ
た
。

入
力
の
と
き
、
特
に
注
意
し
て
頂
き
た
い
こ
と
も
丁
寧
に
説

明
し
た
。

講
習
会
第
二
日
目

２
０
１
１
年
２
月

日(

水)

時
受
付

23

13

：

～

：

13

30

15

30

場
所
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
７
階
第
一
会
議
室

参
加
者
は
５
人
で
あ
る
。

今
回
は
エ
デ
ィ
タ
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
と
そ
の
使
い
方
の
解
説

を
、
馬
越
さ
ん
を
中
心
に
し
て
岡
田
さ
ん
が
説
明
を
し
た
。

漢
点
字
入
力
用
と
し
て
本
会
で
は
エ
デ
ィ
タ
を
使
う
こ
と
に

し
た
。

墨
字
で
は
長
音
、
マ
イ
ナ
ス
記
号
、
ハ
イ
フ
ン
を
厳
密
に
使

い
分
け
な
く
て
も
、
見
か
け
上
何
ら
支
障
は
な
い
が
、
点
字
の

記
号
は
確
実
に
使
い
分
け
て
い
た
だ
か
な
い
と
、
記
号
が
混
乱

す
る
の
で
、
確
実
に
正
し
く
入
力
し
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
こ
の
エ
デ
ィ
タ
は
非
常
に
都
合
が

よ
い
。

３
月
９
日
に
は
実
際
に
入
力
し
、
印
刷
し
て
き
て
い
た
だ
い

て
、
お
互
い
に
校
正
を
す
る
と
い
う
課
題
を
お
持
ち
帰
り
に
な

ら
れ
た
。

「
羽
化

号
」
を
受
講
者
も
含
め
て
お
配
り
で
き
た
。

84

第

回
例
会
並
び
に
講
習
会

64２
０
１
１
年
３
月
９
日
（
水
）

：

～

：

、
短
縮
例
会
、

12

00

13

00

：

～

：

、
講
習
会
受
付

13

00

13

30

：

～

：

、
第
三
日
目
講
習
会
、

13

30

15

30

場
所
、
港
区
ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
７
階
竹
芝
小
ホ
ー
ル

短
縮
例
会－

「
花
を
ひ
ろ
う
」
の
入
力
の
各
グ
ル
ー
プ
に
、

新
し
い
メ
ン
バ
ー
も
加
わ
っ
て
い
た
だ
く
。

３
月

日
の
、
横
浜
で
の
点
字
印
刷
作
業
を
し
て
く
だ
さ
る

16

３
人
が
決
ま
っ
た
。

５
月
と
６
月
の
例
会
と
学
習
会
の
日
取
り
を
決
め
た
。

４
月
か
ら
は
、
原
則
と
し
て
、
例
会
は
竹
芝
小
ホ
ー
ル
、
学

習
会
は
第
一
会
議
室
を
予
約
す
る
こ
と
に
し
た
。

講
習
会
第
３
日
目－

早
速
入
力
宿
題
の
課
題
「
糟
糠
の
妻
」

を
、
各
自
が
印
刷
し
て
き
た
も
の
を
隣
同
士
で
交
換
し
て
校
正

を
簡
単
に
し
た
後
、
配
ら
れ
た
正
解
と
を
比
べ
な
が
ら
、
岡
田

さ
ん
が
丁
寧
に
チ
ェ
ッ
ク
し
な
が
ら
説
明
し
た
。

「
寺
山
修
司
の
歌
集
」
を
入
力
、
校
正
、
回
覧
の
方
法
を
説

明
し
た
。

そ
の
他
に
、
「
花
を
ひ
ろ
う
」
の
入
力
方
法
を
、
会
員
が
説

－ １３ －



明
し
た
。
何
れ
も
早
速
実
践
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
た
。

２
０
１
１
年
３
月

日

：

、
未
曾
有
の
大
災
害
が
起
き

11

14

46

た
。
大
地
を
揺
る
が
す
す
さ
ま
じ
さ
に
ま
っ
た
く
圧
倒
さ
れ
、

「
東
北
関
東
大
震
災
」
が
起
き
、
羽
化
の
メ
ン
バ
ー
全
員
も
恐

ら
く
ご
苦
労
を
な
さ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

岡
田
さ
ん
は
本
震
と
第
１
の
余
震
が
終
わ
る
と
直
ぐ
、
横
浜

と
東
京
羽
化
の
会
員
に
向
け
て
メ
ー
ル
で
安
否
確
認
を
さ
れ
、

会
員
か
ら
も
返
信
が
届
い
て
ほ
っ
と
し
た
。

岡
田
さ
ん
は
、
交
通
事
情
そ
の
他
を
総
合
し
て
、
３
月

日
16

の
横
浜
で
の
点
字
印
刷
と
、
３
月

日
の
学
習
会
の
中
止
を
決

19

定
さ
れ
た
。

＊

予
告

４
月
の
例
会(

例
会
第

回)

、
２
０
１
１
年
４
月
６
日(

水)

65

：

～

：

、
場
所
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
７
階

13

30

15

30

第
二
会
議
室

第

回
学
習
会
、
２
０
１
１
年
４
月

日
（
土
）

：

～

47

16

18

30

：

、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
７
階
第
一
会
議
室

20

30

５
月
の
例
会(

例
会
第

回)

、
２
０
１
１
年
５
月

日(

水)

66

11

：

～

：

、

13

30

15

30
ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
７
階
竹
芝
小
ホ
ー
ル

第

回
学
習
会
、
２
０
１
１
年
５
月

日
（
土
）

：

～

48

21

18

30

：

、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
７
階
第
一
会
議
室

20

30

６
月
の
例
会(

例
会
第

回)

、
２
０
１
１
年
６
月
８
日(

水)

67

：

～

：

、

13

30

15

30
ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
７
階
竹
芝
小
ホ
ー
ル

第

回
学
習
会
、
２
０
１
１
年
６
月

日
（
土
）

：

～

49

18

18

30

：

、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
７
階
第
一
会
議
室

20

30

わ
た
く
し
ご
と

２
０
１
１
（
平
成

）
年
３
月

日
、
金
曜
日
午
後
２
時

23

11

46

分
、
突
然
足
下
（
あ
し
も
と
）
か
ら
ゆ
ら
ゆ
ら
と
揺
れ
て
き

た
。
「
地
震
だ
わ
」
と
つ
ぶ
や
く
と
、
た
ち
ま
ち
そ
の
揺
れ
は

大
き
く
な
り
、
横
揺
れ
が
激
し
く
な
っ
た
の
で
、
流
し
も
と
に

立
っ
て
い
た
わ
た
し
は
、
荷
物
の
少
な
い
部
屋
へ
と
姉
と
移
動

し
た
。
都
営
ア
パ
ー
ト

階
建
て
の
９
階
が
わ
た
し
の
住
ま
い

14

で
あ
る
。
耐
震
構
造
建
築
の
た
め
に
、
横
揺
れ
が
大
き
い
。
地

震
を
感
じ
る
と
、
何
時
も
わ
た
し
は
、
自
分
が
居
る
場
所
が
最

高
の
震
度
で
あ
れ
ば
い
い
な
と
思
う
。
そ
れ
な
ら
被
害
は
そ
う

大
き
く
な
い
と
思
え
る
か
ら
だ
。
今
日
の
揺
れ
は
こ
ん
な
に
大

き
い
。
ど
う
ぞ
こ
の
辺
り
が
一
番
大
き
い
震
度
で
あ
り
ま
す
よ

う
に
、
と
今
日
も
願
っ
て
い
た
。

片
手
は
柱
に
捕
ま
り
、
も
う
片
方
は
姉
に
捕
ま
っ
て
い
た

が
、
姉
が
、
「
ボ
ッ
ク
ス
が
倒
れ
そ
う
だ
か
ら
押
さ
え
る
か
ら

ね
」
と
言
っ
た
。
わ
た
し
一
人
だ
っ
た
ら
、
ボ
ッ
ク
ス
が
揺
れ

－ １４ －



て
い
る
こ
と
に
目
と
心
が
行
き
届
か
ず
に
、
も
し
か
し
た
ら
ボ

ッ
ク
ス
は
倒
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。

な
ん
と
い
う
幸
運
だ
ろ
う
。
一
人
暮
ら
し
の
わ
た
し
な
の

に
、
こ
の
日
、
こ
の
時
間
の
ほ
ん
の
少
し
前
に
、
偶
然
姉
が
わ

た
し
の
所
へ
来
て
い
た
の
だ
。
た
い
て
い
は
外
で
待
ち
合
わ
せ

る
わ
た
し
た
ち
な
の
に
、
こ
の
日
に
限
っ
て
少
し
用
事
が
あ
っ

て
、
先
に
我
が
家
へ
寄
っ
て
か
ら
一
緒
に
出
か
け
る
こ
と
に
し

て
い
た
。
し
か
も
こ
の
時
間
、
用
事
が
済
ん
で
、
お
茶
を
飲
ん

で
か
ら
出
か
け
よ
う
と
、
お
茶
の
支
度
の
た
め
に
流
し
も
と
に

立
っ
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

も
し
こ
の
時
間
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
乗
っ
て
い
た
ら
閉
じ
込

め
ら
れ
た
だ
ろ
う
。
あ
る
い
は
電
車
に
乗
っ
て
い
た
ら
、
こ
れ

も
苦
労
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。

お
茶
道
具
も
な
に
も
出
て
い
ず
、
熱
い
お
湯
で
の
火
傷
も
せ

ず
、
サ
ッ
シ
そ
の
他
の
ガ
ラ
ス
も
異
常
な
く
、
た
っ
た
ひ
と

つ
、
ト
イ
レ
の
タ
ン
ク
の
水
が
こ
ぼ
れ
た
だ
け
で
済
ん
だ
。

ま
だ
揺
れ
て
い
る
う
ち
に
ラ
ジ
オ
を
つ
け
る
と
、
東
北
が
震

源
地
だ
と
い
う
。
わ
た
し
が
居
る
東
京
が
こ
ん
な
に
大
揺
れ
し

て
い
て
も
、
こ
こ
な
ど
本
当
は
た
い
し
た
こ
と
で
は
な
い
の

だ
。
震
源
地
は
遠
く
離
れ
た
宮
城
、
福
島
、
岩
手
、
山
形
、
青

森
、
秋
田
だ
と
い
う
の
だ
か
ら
、
現
地
は
ど
ん
な
に
大
き
く
揺

れ
、
被
害
も
相
当
な
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
、
と
戦
慄
が
走
り
、

全
身
は
恐
怖
に
凍
り
付
い
た
。

ラ
ジ
オ
か
ら
は
地
震
警
報
が
鳴
り
続
け
何
回
も
余
震
が
起
き

た
。
そ
の
度
に
、
東
北
地
方
が
、
更
に
揺
さ
ぶ
ら
れ
て
い
る
の

だ
と
思
う
と
気
が
気
で
は
な
い
。
速
報
を
聞
い
て
い
る
と
、
茨

城
、
千
葉
の
被
害
も
大
き
い
と
報
じ
て
い
る
。

本
震
と
第
一
の
余
震
が
終
わ
る
と
直
ぐ
わ
た
し
は
、
停
電
す

る
こ
と
を
考
え
て
、
お
米
を
研
ぎ
御
飯
を
炊
き
始
め
た
。
も
し

か
し
た
ら
炊
き
終
わ
ら
な
い
う
ち
に
停
電
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
姉
が
帰
る
に
し
て
も
食
べ
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
し
、

も
し
歩
い
て
で
も
帰
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
れ
ば
お
に
ぎ

り
を
持
っ
て
行
っ
た
方
が
い
い
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

姉
は
自
宅
に
電
話
を
し
た
が
、
通
じ
な
い
。
子
供
た
ち
や
孫

た
ち
へ
の
ケ
イ
タ
イ
メ
ー
ル
送
信
は
完
了
し
た
。
返
信
も
ポ
チ

ポ
チ
帰
っ
て
き
た
。

：

に
兄
（
姉
の
夫
）
か
ら
電
話
が
入

15

10

り
、
兄
も
家
も
無
事
と
分
か
っ
た
。
電
話
が
終
わ
る
と
、
姉

が
、
「
お
父
さ
ん
が
ね
、
泊
ま
っ
て
や
れ
っ
て
言
っ
た
の
」
と

言
う
。
わ
た
し
は
兄
の
こ
の
ご
好
意
に
甘
え
る
こ
と
に
し
た
。

電
車
は
だ
ん
だ
ん
、
ど
こ
も
こ
こ
も
不
通
に
な
っ
て
い
っ
た
よ

う
だ
。

わ
た
し
に
は
、
こ
の
大
災
害
地
に
一
家
族
、
大
切
な
知
人
が

い
る
。
姉
が
ケ
イ
タ
イ
で
連
絡
を
取
っ
て
い
る
間
、
わ
た
し
は

そ
の
家
に
、
難
し
い
と
は
思
い
な
が
ら
も
か
け
ず
に
は
い
ら
れ

な
か
っ
た
。
コ
ー
ル
音
は
し
て
も
何
方
も
お
出
に
な
ら
な
い
。

お
留
守
な
の
だ
ろ
う
か
？
大
地
震
に
耐
え
る
た
め
に
電
話
な
ど
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出
て
い
ら
れ
な
い
の
か
、
そ
れ
と
も
家
が
無
惨
な
状
態
に
な
っ

て
怪
我
を
し
て
動
け
な
い
の
か
、
あ
る
い
は
他
の
電
話
に
出
て

い
て
、
キ
ャ
ッ
チ
が
入
っ
て
も
切
り
替
え
る
ど
こ
ろ
で
は
な
い

の
か
、
不
安
が
募
る
ば
か
り
で
あ
る
。

…
。
災
害
地
全
体
へ
の
ご
迷
惑
を
考
え
て
通
話
を
諦
め
た
。

そ
し
て
、
少
し
間
を
お
い
て
再
度
か
け
た
が
、
も
う
話
し
中
の

音
で
あ
る
。
更
に
時
間
を
開
け
て
三
度
の
通
話
は
コ
ー
ル
ど
こ

ろ
か
話
し
中
で
も
な
く
無
音
に
な
っ
て
い
た
。
不
安
は
増
す
ば

か
り
だ
が
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。
皆
さ
ん
が
外
出
し
て
い
る
な

ら
、
そ
れ
も
大
変
だ
。
居
て
も
立
っ
て
も
い
ら
れ
な
い
焦
燥
。

け
れ
ど
も
全
く
無
力
だ
。

た
だ
ラ
ジ
オ
か
ら
の
情
報
を
聞
い
て
い
る
し
か
な
い
の
だ

が
、
不
安
と
恐
怖
と
心
配
が
先
立
っ
て
、
沢
山
流
れ
る
情
報
の

中
か
ら
、
今
、
必
要
な
こ
と
、
わ
た
し
が
知
り
た
い
こ
と
を
冷

静
に
聴
き
取
っ
て
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
第
一
、
地
図

が
分
か
ら
な
い
わ
た
し
は
Ａ
地
域
は
震
度
７
、
Ｂ
地
域
は
死
者

百
人
な
ど
と
言
わ
れ
て
も
、
わ
た
し
が
案
じ
て
い
る
家
族
の
住

ま
い
と
、
こ
れ
ら
の
地
名
と
の
位
置
関
係
が
全
く
分
か
ら
な

い
。ラ

ジ
オ
で
は
、
公
衆
電
話
の
方
が
繋
が
り
や
す
い
、
と
伝
え

て
い
る
の
で
、
近
く
の
公
衆
電
話
に
も
行
っ
て
試
し
た
が
、
結

果
は
同
じ
だ
っ
た
。

ど
れ
ほ
ど
沢
山
の
人
々
が
わ
た
し
と
同
じ
不
安
を
抱
え
て
、

こ
の
焦
燥
の
中
に
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。
東
北
や
関
東
の
被
災
地

は
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
姉
が
家
族
の
安
否
を
確
認
し
て

い
る
よ
う
に
、
そ
の
他
の
地
域
で
も
、
仕
事
に
、
学
校
に
、
そ

の
他
い
ろ
い
ろ
な
理
由
で
、
家
族
は
バ
ラ
バ
ラ
、
知
人
の
こ

と
、
親
類
、
恋
人
の
こ
と
な
ど
、
互
い
の
安
否
を
確
認
で
き
る

ま
で
の
不
安
を
抱
え
て
苦
悩
し
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。

い
や
、
今
こ
れ
を
書
い
て
い
る
３
月

日
現
在
で
も
、
被
災

21

地
に
関
わ
る
人
々
に
つ
い
て
は
ま
す
ま
す
そ
の
思
い
が
深
ま
っ

て
い
る
に
違
い
な
い
。

わ
た
し
の
場
合
は
、
二
晩
一
睡
も
で
き
ず
に
、
た
だ
心
配
す

る
だ
け
の
無
力
な
時
間
を
過
ご
し
た
が
、

日
日
曜
の
朝
、
や

13

っ
と
、
や
っ
と
、
連
絡
が
出
来
て
、
一
応
家
族
全
員
怪
我
も
な

く
、
御
無
事
で
あ
る
こ
と
、
家
の
中
は
散
々
に
な
っ
て
い
る
け

れ
ど
、
家
全
体
は
ま
あ
ま
あ
で
あ
る
こ
と
、
た
だ
、
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
は
全
て
絶
た
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

し
か
し
、
そ
れ
以
後
、
現
地
は
余
震
が
続
い
て
い
て
、
更
に

悪
化
し
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
、
健
康
状
態
は
ど
う
だ
ろ
う

か
、
本
震
で
は
無
事
だ
っ
た
の
に
、
幾
た
び
も
の
強
い
余
震

で
、
怪
我
を
し
た
り
、
家
の
状
態
が
悪
く
な
っ
て
は
い
な
い
だ

ろ
う
か
？
な
ど
と
心
配
は
尽
き
な
い
。

被
災
さ
れ
た
こ
の
家
族
が
必
要
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
物
資
一
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つ
運
ん
で
さ
し
上
げ
ら
れ
な
い
わ
た
し
は
、
こ
れ
以
上
こ
ち
ら

か
ら
連
絡
し
て
ご
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
。
け

れ
ど
も
、
本
心
は
そ
の
特
定
の
家
族
の
状
態
を
知
り
た
い
、

が
、
あ
ち
ら
か
ら
の
連
絡
を
待
つ
し
か
な
い
。
恐
ら
く
家
の
中

の
片
付
け
や
沢
山
の
知
人
と
の
安
否
確
認
を
取
り
合
っ
て
い
る

だ
け
で
も
、
大
変
な
思
い
を
し
、
労
苦
し
て
い
ら
れ
る
の
だ
ろ

う
。こ

の
大
揺
れ
の
直
後
、
岡
田
健
嗣
さ
ん
が
、
早
々
に
、
日
頃

独
り
で
い
る
わ
た
し
に
「
大
丈
夫
で
す
か
？
」
と
お
電
話
を
く

だ
さ
っ
た
の
を
は
じ
め
、
何
人
も
の
友
人
知
人
、
兄
弟
た
ち
が

連
絡
く
だ
さ
っ
た
こ
と
は
感
謝
で
一
杯
で
あ
る
。

「
偶
然
姉
が
一
緒
に
い
ま
し
た
の
で
」
と
い
う
と
皆
さ
ん
等

し
く
「
そ
れ
は
よ
か
っ
た
」
と
言
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。

東
京
と
そ
の
近
辺
の
視
覚
障
害
者
の
仲
間
の
こ
と
も
気
が
か

り
で
、
メ
ー
ル
や
電
話
で
問
い
合
わ
せ
る
と
、
Ａ
さ
ん
は
知
人

と
一
緒
に
い
た
け
れ
ど
、
外
出
中
で
、
や
っ
と
の
思
い
で
日
付

が
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
頃
に
家
ま
で
送
り
届
け
て
い
た
だ
い

た
と
こ
ろ
で
、
怖
く
て
眠
れ
な
い
、
と

日
の
朝
４
時
近
く
に

12

メ
ー
ル
へ
の
返
信
が
あ
っ
た
。
「
暖
か
い
も
の
を
お
腹
に
入
れ

て
眠
る
の
が
一
番
で
は
？
」
と
書
く
と
、
「
眠
っ
た
ら
も
っ
と

あ
の
恐
怖
が
倍
増
さ
れ
そ
う
」
と
返
っ
て
き
た
。

Ｂ
さ
ん
は
、
「
一
人
で
自
宅
近
く
を
歩
い
て
い
た
の
、
歩
道

を
歩
い
て
い
て
、
あ
ん
ま
り
怖
い
の
で
し
ゃ
が
ん
だ
ら
、
誰
か

が
側
に
立
っ
て
い
て
く
れ
た
の
、
男
の
人
か
女
の
人
か
分
か
ら

な
か
っ
た
け
れ
ど
、
治
ま
っ
た
ら
近
く
の
お
店
の
人
が
、
名
前

を
呼
ん
で
、
大
丈
夫
？
っ
て
声
を
か
け
て
く
れ
て
、
家
ま
で
送

っ
て
く
れ
た
の
」
と
こ
れ
も
な
ま
な
ま
し
い
電
話
！

Ｃ
さ
ん
は
マ
ン
シ
ョ
ン
の
２
階
の
自
宅
に
い
た
。
家
の
中
は

物
も
お
落
ち
ず
無
事
で
あ
っ
た
が
、
マ
ン
シ
ョ
ン
全
体
の
タ
ン

ク
か
ポ
ン
プ
が
故
障
し
て
二
日
間
断
水
し
た
と
い
う
。

そ
の
他
の
仲
間
は
自
宅
に
お
り
、
怖
か
っ
た
と
は
い
え
無
事

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
肉
親
と
の
連
絡
も
取
れ
た
と
い
う
。

「
羽
化
」
の
学
習
者
の
皆
さ
ん
は
、
職
場
か
ら
同
じ
方
向
の

人
た
ち
同
士
テ
ィ
ー
ム
を
組
ん
で
タ
ク
シ
ー
で
４
時
間
か
け
て

帰
宅
し
た
人
、
職
場
と
自
宅
が
近
い
の
で
同
僚
が
家
ま
で
送
っ

て
く
だ
さ
っ
た
と
い
う
人
、
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
の
方
と
自
宅
近

辺
を
歩
い
て
い
た
の
で
無
事
家
ま
で
送
っ
て
も
ら
っ
た
、
自
宅

で
仕
事
を
し
て
い
た
が
、
こ
ち
ら
も
問
題
は
な
か
っ
た
、
な
ど

と
い
う
の
を
確
認
で
き
て
、
ひ
と
ま
ず
ホ
ッ
と
安
心
し
た
。
こ

の
大
き
な
地
震
に
遭
遇
し
た
ひ
と
り
び
と
り
の
体
験
は
、
人
数

分
の
物
語
を
作
っ
て
い
る
。

こ
の
程
度
の
揺
れ
の
中
で
も
こ
ん
な
に
恐
ろ
し
い
思
い
を
し

た
視
覚
障
害
者
で
あ
る
。
視
覚
障
害
者
の
仲
間
と
し
て
名
前
だ

け
は
知
っ
て
い
る
災
害
地
域
の
人
も
い
る
。
本
震
の
と
き
の
全

体
の
様
子
を
キ
ャ
ッ
チ
で
き
な
い
心
細
さ
を
遙
か
に
超
し
た
恐
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怖
を
想
い
、
ま
た
、
そ
の
後
の
不
安
と
困
難
と
緊
張
の
中
に
い

る
、
避
難
生
活
の
毎
日
を
考
え
る
と
、
わ
た
し
に
は
耐
え
ら
れ

な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
ほ
ど
で
あ
る
。

障
害
は
視
覚
だ
け
で
は
な
い
。
車
椅
子
を
使
っ
て
い
る
人
、

聴
覚
障
害
者
、
も
っ
と
も
っ
と
重
篤
な
障
害
者
、
当
然
体
の
弱

い
高
齢
者
も
、
大
災
害
地
に
沢
山
い
る
だ
ろ
う
。

十
日
後
の
今
も
わ
た
し
は
ま
だ
本
を
読
む
こ
と
も
、
ま
と
ま

っ
た
こ
と
も
で
き
ず
、
ラ
ジ
オ
を
聞
き
な
が
ら
、
た
だ
ウ
ロ
ウ

ロ
と
部
屋
の
中
の
掃
除
を
し
て
い
る
。

個
人
か
ら
個
人
へ
の
物
資
の
配
達
は
で
き
な
い
と
聞
く
。

今
、
わ
た
し
が
で
き
る
こ
と
は
、
多
く
の
人
が
し
て
い
る
よ
う

に
、
洋
服
を
重
ね
着
し
、
暖
房
を
切
り
、
節
水
節
電
で
あ
る
。

地
震
、
津
波
に
よ
る
犠
牲
者
は
二
万
人
以
上
と
聞
く
。
さ
ら

に
原
発
の
壊
滅
に
近
い
脅
威
、
放
射
能
汚
染
が
、
こ
れ
ま
で
の

大
災
害
と
は
異
な
る
永
続
的
な
恐
怖
が
覆
い
被
さ
っ
て
い
る
。

こ
の
問
題
は
日
本
だ
け
で
は
な
く
、
周
辺
諸
国
に
ま
で
い
ろ

い
ろ
な
形
で
影
響
す
る
だ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
放
射
能
問
題
は

こ
れ
以
上
状
況
が
悪
く
な
り
ま
せ
ん
よ
う
に
！
そ
し
て
沢
山
の

犠
牲
者
（
死
者
も
生
者
も
）
が
味
わ
っ
た
悲
し
み
と
苦
悩
の
意

義
が
、
復
興
計
画
に
充
分
生
か
さ
れ
ま
す
よ
う
に
と
祈
り
願
う

ば
か
り
で
あ
る
。

２
０
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46

１

日
時

平
成

年
２
月

日

(

土)

23

19

時

分
～

時

分

18

30

20

45

２

場
所

ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
７
階

第
１
会
議
室

３

出
席
者
（
省
略
）

４

使
用
教
材

「
漢
点
字
講
習
用
テ
キ
ス
ト

初
級
編

第
四
回
（
全
十
回
）

漢
点
字
編
、
墨
字
編

５

学
習
会
内
容

周
知
事
項

①

機
関
誌
『
う
か

号
（
２
０
１
１
年
２
月
）
』
の
配
布

84

②

横
浜
羽
化
の
会
で
、
「
常
用
字
解
」
に
次
い
で
「
人
名

字
解
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

③

漢
点
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
習
会
、
２
月
９
日
ス
タ
ー

ト
。

日
、
３
月
９
日
の
３
回
行
う
。

23
前
回
の
復
習

５

複
合
文
字
（
２
）

３
．
第
１
基
本
文
字
と
比
較
文
字
で

構
成
さ
れ
る
文
字
（
３
）

－ １８ －



（

）
「
沢

」

尺
（
タ
：
１
・
３
・
５
の
点
）
と
さ

43

ん
ず
い
（
ニ
：
１
・
２
・
３
の
点
）
で
表
す
。

（

）
「
訳

」

第
２
言
偏
（
エ
下
が
り
：
２
・
３
・

44

５
の
点
）
と
尺
（
タ
：
１
・
３
・
５
の
点
）
で
表
す
。

（

）
「
守

」

ウ
冠
（
ウ
：
１
・
３
の
点
）
と
寸

45

（
シ
：
１
・
２
・
５
・
６
の
点
）
で
表
す
。

（

）
「
村

」

木
偏
（
キ
：
１
・
２
・
６
の
点
）
と

46

寸
（
シ
：
１
・
２
・
５
・
６
の
点
）
で
表
す
。

（

）
「
討

」

言
偏
（
エ
：
１
・
２
・
４
の
点
）
と

47

寸
（
シ
：
１
・
２
・
４
・
６
の
点
）
で
表
す
。

（

）
「
冠

」

ワ
冠
（
２
・
５
の
点
）
と
寸
（
シ
：

48

１
・
２
・
５
・
６
の
点
）
で
表
す
。

今
回
の
学
習

（

）
「
団

」

く
に
が
ま
え
（
レ
下
が
り
：
２
・
３

49

・
４
・
６
の
点
）
と
寸
（
テ
：
１
・
２
・
３
・
４
・
５
の
点
）

で
表
す
。
字
式
は
く
に
が
ま
え
＞
寸
。
寸
は
〝
專
〟
を
簡
略
し

た
も
の
。
傳
→
伝
、
轉
→
転
と
同
じ
。
音
読
み
の
ダ
ン
は
呉

音
、
ト
ン
・
ド
ン
は
は
唐
音
。
訓
読
み
に
〝
ま
る
い
、
か
た
ま

り
〟
が
あ
る
。
人
名
用
に
〝
ま
ど
か
〟
が
あ
る
。
熟
語
に
〝
一

団
〟
〝
楽
団
〟
〝
公
団
〟
〝
財
団
〟
〝
団
塊
〟
〝
団
地
〟
〝
金

団
（
き
ん
と
ん
）
〟
〝
水
団
（
す
い
と
ん
）
〟
〝
炭
団
（
た
ど

ん
）
〟
〝
団
栗
（
ど
ん
ぐ
り
）
〟
〝
団
亀
（
ど
ん
が
め
：
ス
ッ

ポ
ン
）
〟
〝
地
団
太
〟
〝
団
欒
（
だ
ん
ら
ん
）
〟
〝
蒲
団
（
ふ

と
ん
）
〟
他
に
〝
団
扇
（
う
ち
わ
）
〟
な
ど
が
あ
る
。

（

）
「
導

」

道
（
ヒ
：
１
・
２
・
３
・
６
の
点
）

50

と
寸
（
シ
：
１
・
２
・
５
・
６
の
点
）
で
表
す
。
字
式
は
道
／

寸
。
道
に
は
魔
除
け
の
た
め
に
人
の
首
を
ぶ
ら
下
げ
て
歩
く
と

い
う
意
味
が
あ
る
。
音
読
み
の
ド
ウ
は
呉
音
、
訓
読
み
に
〝
し

る
べ
〟
が
あ
る
。
熟
語
に
〝
引
導
〟
〝
訓
導
〟
〝
伝
導
〟
〝
主

導
〟
〝
先
導
〟
〝
補
導
〟
〝
盲
導
犬
〟
〝
導
引
（
ど
う
い
ん
：

み
ち
び
く
こ
と
。
あ
ん
ま
。
も
み
り
ょ
う
じ
）
〟
〝
道
導
（
み

ち
し
る
べ
）
〟
〝
山
導
（
や
ま
し
る
べ
：
山
の
案
内
）
〟
な

ど
。※

「
付
」
と
付
を
パ
ー
ツ
と
し
て
含
む
文
字
。

（

）
「
付

」

人
偏
（
ナ
：
１
・
３
の
点
）
と
寸

51

（
シ
：
１
・
２
・
５
・
６
の
点
）
で
表
す
。
字
式
は
人
偏
＋

寸
。
音
読
み
の
フ
は
漢
・
呉
音
。
訓
読
み
に
〝
つ
く
〟
が
あ

る
。
熟
語
に
〝
交
付
〟
〝
手
付
け
〟
〝
番
付
〟
〝
受
付
〟
〝
貸

付
〟
〝
片
付
け
〟
〝
怖
気
付
く
〟
〝
給
付
〟
〝
心
付
け
〟
〝
極

め
付
け
〟
〝
日
付
〟
〝
紋
付
〟
〝
付
加
価
値
〟
〝
尾
頭
付
き
〟

な
ど
。

※
〝
つ
く
〟
の
文
字
に
〝
着
く
〟
〝
点
く
〟
〝
就
く
〟
〝
突

く
〟
〝
搗
く
〟
〝
衝
く
〟
〝
撞
く
〟
〝
憑
く
〟
〝
漬
く
〟
な
ど

が
あ
り
そ
れ
ぞ
れ
意
味
が
あ
る
。

－ １９ －



（

）
「
府

」

ま
だ
れ
（
ヨ
：
３
・
４
・
５
の
点
）

52

と
寸
（
シ
：
１
・
２
・
５
・
６
の
点
）
で
表
す
。
字
式
は
ま
だ

れ
＞
付
。
ま
だ
れ
は
建
物
を
表
す
。
音
読
み
の
フ
は
漢
・
呉

音
。
訓
読
み
に
〝
く
ら
、
み
や
こ
〟
が
あ
る
。
熟
語
に
〝
幕
府

〟
〝
府
立
〟
〝
天
府
（
て
ん
ぷ
：
天
然
の
庫
学
識
の
深
い
こ

と
、
天
子
の
く
ら
）
〟
〝
府
庫
（
貨
財
を
お
さ
め
い
れ
る
蔵
）

〟
、
地
名
に
〝
甲
府
〟
〝
駿
府
〟
〝
府
中
〟
〝
別
府
〟
〝
防
府

（
ほ
う
ふ
）
〟
〝
国
府
台
（
こ
う
の
だ
い
）
〟
〝
大
宰
府
〟
な

ど
。（

）
「
寺

」

土
（
テ
：
１
・
３
・
４
・
５
の
点
）

53

と
寸
（
シ
：
１
・
２
・
４
・
６
の
点
）
で
表
す
。
字
式
は
土
／

寸
。
音
読
み
の
ジ
は
呉
音
。
熟
語
に
〝
縁
切
寺
（
え
ん
き
り
で

ら
、
駆
け
込
み
寺
に
同
じ
）
〟

〝
寺
子
屋
〟

〝
寺
社
〟
〝
寺

男
〟
〝
寺
肴
（
て
ら
ざ
か
な
：
豆
腐
）
〟
名
前
に
〝
寺
井
〟
〝

寺
田
〟
〝
寺
坂
〟
〝
寺
門
〟
な
ど
が
あ
る
。

（

）
「
詩

」

第
２
言
偏
（
エ
下
が
り
：
２
・
３
・

54

５
の
点
）
と
寸
（
シ
：
１
・
２
・
５
・
６
の
点
）
で
表
す
。
字

式
は
言
偏
＋
寺
。
音
読
み
の
シ
は
漢
・
呉
音
。
熟
語
に
〝
哀

詩
〟
〝
詩
人
〟
〝
口
詩
（
く
し
：
口
で
詠
ず
る
詩
）
〟
〝
景
物

詩
（
四
季
の
風
物
を
読
み
込
ん
だ
詩
）
〟
〝
作
詩
〟
〝
詩
集
〟

〝
詩
吟
〟
〝
叙
事
詩
〟
〝
抒
情
詩
〟
〝
自
由
詩
〟
〝
散
文
詩
〟

〝
即
興
詩
人(

ア
ン
デ
ル
セ
ン
作
、
森
鴎
外
訳
の
長
編
小
説)

〟

〝
風
物
詩
〟
な
ど
。

ご
報
告
と
ご
案
内

一

お
見
舞
い

去
る
３
月

日
・

時

分
、
青
森
・
岩
手
・
宮
城
・
福
島

11

14

46

・
茨
城
・
千
葉
の
各
県
を
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
．
０
、
最
大

震
度
７
と
い
う
、
未
曾
有
の
大
地
震
が
襲
い
ま
し
た
。
ほ
ぼ
同

時
に
、
最
大

メ
ー
ト
ル
と
い
う
大
津
波
が
、
東
北
・
関
東
地

38

方
の
太
平
洋
岸
を
襲
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
東
京
電
力
の
福
島
原
発
で
は
、
地
震
と
津
波
に
よ
っ

て
冷
却
装
置
が
破
壊
さ
れ
、
現
在
で
は
米
国
の
ス
リ
ー
マ
イ
ル

ズ
島
や
、
旧
ソ
連
邦
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
を
超
え
る
と
い
う
原

発
事
故
が
出
現
し
ま
し
た
。

１
ヶ
月
を
経
た
現
在
で
も
、
被
害
の
全
容
が
明
ら
か
で
な

く
、
復
興
の
端
緒
さ
え
見
い
だ
せ
な
い
情
況
で
す
。

被
災
さ
れ
た
皆
様
、
一
日
も
早
く
日
常
を
取
り
戻
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
、
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

震
災
と
津
波
に
よ
っ
て
い
の
ち
を
落
と
さ
れ
た
皆
様
、
心
よ

り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
漢
点
字
使
用
者
も
、
被
災
さ
れ
た
地
方
に
は
大
勢
お
ら

－ ２０ －



れ
ま
す
。
残
念
な
が
ら
私
ど
も
は
、
方
々
の
安
否
を
尋
ね
る
術

を
持
ち
ま
せ
ん
。
お
元
気
で
お
ら
れ
る
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
何
ら
か
の
方
法
で
、
お
元
気
な
お
声
を
お

寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

二

賛
助
会
員
へ
の
御
礼

２
０
１
０
年
度
、
横
浜
並
び
に
東
京
漢
点
字
羽
化
の
会
に
、

賛
助
会
費
を
ご
納
入
下
さ
い
ま
し
た
皆
様
に
、
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
有
効
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
芳
名
は
以
下
の
通
り
で
す
。

大
滝
正
雄
様
、

川
上
リ
ツ
エ
様
、
雨
宮
絢
子
様
、

木
村
多
恵
子
様
、
滑
川
強
様
、

河
村
美
智
子
様
、

遠
藤
幸
裕
様
、

武
田
幸
太
郎
様
、
高
橋
か
ず
様
、

飯
田
み
さ
様
、

佐
川
隆
正
様
、

松
村
敏
弘
様

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

三

『
常
用
字
解
』
、
『
人
名
字
解
』
以
後

こ
の
３
年
に
渡
っ
て
、
『
常
用
字
解
』
、
『
人
名
字
解
』

（
白
川
静
著
、
平
凡
社
）
の
漢
点
字
訳
を
試
み
て
参
り
ま
し

た
。
こ
の
作
業
か
ら
、
漢
点
字
が
ど
の
よ
う
な
文
字
で
あ
る
か

を
、
私
ど
も
自
身
、
再
発
見
し
た
思
い
で
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
今
後
は
、
『
万
葉
集
』
（
伊
藤
博
監
修
）
を
横
浜

で
、
『
岩
波
古
語
辞
典
』
（
大
野
晋
監
修
）
を
東
京
で
試
み
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ご
期
待
下
さ
い
。

四

『
常
用
字
解
』
、
『
人
名
字
解
』
の
音
訳

前
号
で
も
ご
提
案
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、
『
常
用
字

解
』
、
『
人
名
字
解
』
の
漢
点
字
訳
を
通
し
て
経
験
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
も
の
は
、
誠
に
貴
重
な
も
の
で
し
た
。
ノ
ウ
ハ
ウ
と

呼
ん
で
も
よ
い
も
の
も
手
に
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
漢
字
の
知
識
を
お
持
ち
で
あ
り
な
が
ら
、
漢
点
字

を
ご
存
じ
な
い
視
覚
障
害
者
の
皆
様
に
、
音
訳
書
と
し
て
の
同

書
を
、
ご
提
供
で
き
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ご
関
心
を
お
寄
せ
い
た
だ
け
る
音
訳
者
の
皆
様
、
是
非
ご
一

報
下
さ
い
。

五

ご
報
告
と
御
礼
〈
岡
田
よ
り
〉

本
会
の
代
表
を
務
め
て
お
り
ま
す
岡
田
は
、
２
０
０
５
年
、

障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
に
応
じ
て
、
障
害
者
の
外
出
支
援

（
ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ
）
事
業
を
行
う
企
業
・
（
有
）
横
浜
ト
ラ
ン

ス
フ
ァ
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
設
立
し
ま
し
た
。

２
０
０
６
年
か
ら
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
専
攻
科
の
科
目
生
と
し
て

通
信
教
育
を
受
講
し
、
２
０
１
０
年
３
月
に
卒
業
し
ま
し
た
。

－ ２１ －



そ
れ
に
よ
っ
て
介
護
福
祉
士
の
国
家
試
験
の
受
験
資
格
を
取
得

し
、
２
０
１
０
年
に
受
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
昨
年
ご
報
告
致
し
ま
し
た
通
り
、
見
事
に
失
敗

し
、
２
０
１
１
年
の
受
験
を
期
し
て
、
１
年
を
過
ご
す
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

本
年
１
月

日
に
再
挑
戦
し
、
こ
の
ほ
ど
幸
運
に
も
合
格
通

30

知
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
偏
に
、
私
を
支
え
て
下
さ
っ
た
皆
様
、
学
生
と
し
て

受
け
入
れ
て
下
さ
り
、
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ

学
園
の
先
生
方
、
快
く
実
習
を
お
引
き
受
け
い
た
だ
き
ま
し
た

特
養
老
人
ホ
ー
ム
・
清
風
園
の
職
員
の
皆
様
、
実
技
研
修
を
お

引
き
受
け
い
た
だ
き
ま
し
た
三
幸
カ
レ
ッ
ジ
の
先
生
方
、
そ
し

て
テ
キ
ス
ト
を
漢
点
字
訳
し
て
下
さ
っ
た
羽
化
の
会
の
会
員
各

位
、
ス
ク
ー
リ
ン
グ
や
実
習
で
お
世
話
を
お
か
け
し
た
ガ
イ
ド

ヘ
ル
パ
ー
各
位
、
皆
様
の
お
力
が
な
け
れ
ば
、
達
成
で
き
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

こ
れ
で
弊
社
設
立
の
発
起
人
と
し
て
の
責
任
の
一
端
を
果
た

せ
た
と
、
肩
の
荷
を
下
ろ
し
た
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
弊
社
の
事
業
は
、
障
害
者
の
外
出
を
支
援
す
る
も
の
で

す
。
こ
の
度
の
大
震
災
は
、
昨
秋
か
ら
言
わ
れ
て
お
り
ま
し
た

災
害
時
の
帰
宅
難
民
を
、
誠
に
見
事
に
出
現
し
ま
し
た
。

私
は
幸
い
に
し
て
外
出
し
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
都
市

の
交
通
機
関
が
た
ち
ま
ち
途
絶
し
、
道
路
は
車
で
溢
れ
、
後
に

お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
何
時
間
も
歩
き
通
し
て
帰
宅
さ
れ

た
方
、
避
難
所
で
一
夜
を
明
か
さ
れ
た
方
、
動
か
な
い
車
を
我

慢
強
く
運
転
し
て
帰
ら
れ
た
方
な
ど
、
想
像
を
絶
す
る
体
験
を

な
さ
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
羽
化
の
会
の
会
員
に
も
、
そ
の
よ
う

に
し
て
お
宅
へ
お
帰
り
に
な
ら
れ
た
方
が
多
く
お
ら
れ
ま
し

た
。弊

社
の
ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ
事
業
も
ご
多
分
に
漏
れ
ず
、
そ
の
よ

う
な
情
況
に
巻
き
込
ま
れ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
ヘ
ル
パ

ー
の
皆
様
は
、
利
用
者
の
方
と
と
も
に
何
時
間
も
歩
か
れ
た

り
、
何
時
間
も
歩
い
て
帰
宅
さ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
利
用
者
の

方
と
と
も
に
避
難
所
で
一
夜
を
明
か
さ
れ
た
り
し
て
お
ら
れ
ま

す
。本

当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

皆
様
、
弊
社
の
事
業
を
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

六

漢
点
字
講
習
会

前
号
で
も
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、
２
０
１
１
年

度
も
、
引
き
続
き
漢
点
字
講
習
会
を
開
催
致
し
ま
す
。
ご
参
加

を
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

－ ２２ －
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戯
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一

岑
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タ
ル
モ
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亦

一

布

衣

ル
モ

去

亦

一

布

衣

ヅ

ル
ヲ

ノ

ヲ

羞
レ

見
二

関

城

吏
一

リ

ル

還

従
二

旧

路
一

帰

科
挙
の
受
験

ノ

登
科
後

孟

郊

ノ

ラ

ル
ニ

昔

日

齷

齪

不
レ

足
レ

誇

ト
シ
テ

ヒ

シ

リ

今

朝

曠

蕩

思

無
レ

涯

ニ

テ

ヲ

シ

春

風

得
レ

意

馬

蹄

疾

ニ

テ

ク
ス

ノ

一

日

看

尽

長

安

花

戯
れ
に
関
門
に
題
す

岑
参

し
ん
し
ん

来
た
る
も
亦

一
布
衣

ま
た

ふ

い

去
る
も
亦

一
布
衣

関
城
の
吏
を
見
る
を
羞
ず

は

還

旧
路
よ
り
帰
る

ま
た

布
衣(

ふ
い)

＝
官
職
に
つ
い
て
い
な
い
庶
民
。

題
す
＝
物
の
上
に
書
き
つ
け
る
。
試
験
に
落
ち
て
、

関
所
の
門
に
戯
れ
に
書
き
つ
け
た
詩
。

関
所
の
役
人
と
顔
を
合
わ
す
の
も
恥
ず
か
し
い

が
、
も
と
来
た
道
を
帰
っ
て
い
く
。

登
科
の
後

孟
郊

と

う

か

も
う
こ
う

昔
日
の
齷
齪

誇
る
に
足
ら
ず

せ
き
じ
つ

あ
く
そ
く

今
朝

曠
蕩
と
し
て

思
い
涯
り
無
し

こ
う
と
う

か
ぎ

春
風
に
意
を
得
て
馬
蹄
疾
し

ば

て

い

は
や

一
日
に
看
て
尽
く
す
長
安
の
花

み

登
科(

と
う
か)

＝
科
挙
に
合
格
す
る
。

齷
齪(

あ
く
そ
く)

＝
あ
く
せ
く(

齷
齪)

に
同
じ
。

長
安
の
花
＝
合
格
者
は
宴
会
に
招
か
れ
た
後
、
連
れ

だ
っ
て
馬
で
長
安
城
中
の
牡
丹
を
観
賞

し
て
ま
わ
る
。

こ
れ
ま
で
の
苦
労
も
忘
れ
て
、
開
放
感
に
満
ち
た

晴
れ
が
ま
し
い
ひ
と
と
き
。

－ ２３ －



－ ２４ －

戯 レニ 題 ス 関 門 ニ

岑 参

来 タルモ 亦 一布 衣

去 ルモ 亦 一布 衣

羞 ヅ 見 ルヲ 関 城 ノ 吏

ヲ

還 従 リ 旧 路 帰 ル

登 科 ノ 後

孟 郊

昔 日 ノ 齷 齪 不 足 ラ 誇 ルニ

今 朝 曠 蕩 トシテ 思 ヒ 無 シ 涯

リ

春 風 ニ 得 テ 意 ヲ 馬蹄 疾 シ

一日 ニ 看 テ 尽 クス 長 安 ノ 花

岑参(715～770年)・孟郊(751～814年)は、
いずれも唐代の詩人。
高級官吏の資格試験である科挙の合格者は、
当時、１００人に１人という狭き門だった。

参照図書：奥平卓『漢文の読みかた』
岩波ジュニア新書



(横－１） － ２５ －

漢点字講習用テキスト

初級編 第二十五回

４ 基本文字 （３）

比較文字

３．長さ、重さ、容積の単位を表す比較文字（承前）

（３３） 斤 キン コン おの

木を切ったり割ったりするときに使う道具「おの」の刃を象った文字

です。その刃を重りにして、ものの重さを計ったことから、重さの単位

を表すようになりました。一斤は百六十匁で、約六〇〇グラムです。現

在では、食パンを販売するときの大きさとして馴染んでいます。この文

字は、部首の「おのづくり」として、他の多くの文字に含まれています。

漢点字では、「 」で表されます。

「斤量」「食パン一斤」

（３４） 屯 トン たむろ‐する

植物が地中に根を張って、今にも芽を出そうとしている所を象った文

字と言われます。地中にエネルギーが漲っている様子を表しています。

〝たむろする〟と読んで、人が沢山集まって、がやがやと騒がしい様子

に用いられます。兵隊を集めて治安に当てることを〝駐屯〟と言い、そ

の場所を〝屯所〟と言います。また、明治時代の北海道に、国の防備と

開拓を目的に置かれたのが〝屯田兵〟でした。この文字は、重さの単位

を表すものではありませんが、メートル法の〝トン〟を意味する漢字「噸

」の中に含まれていますので、〈比較文字〉に加えられました。漢

点字では、「 」で表されます。

「屯所」「屯営」「屯田兵」「駐屯」



－ ２６ － (横－２）

※容積の単位を表す比較文字。

（３５） 升 ショウ ます

穀物や液体を入れたマスを、手で持って上に上げて、分量を量る様子

を表す文字です。〝マス〟を意味するとともに、その容積の単位をも表

します。一升は約一．八リットル、一合の十倍に当たります。漢点字で

は、「 」で表されます。

「一升瓶」「一升桝」

（３６） 斗 ト ひしゃく

柄のついたヒシャクを象った文字です。ヒシャクで穀物や液体の容量

を量ることから、容積の単位に用いられるようになりました。一斗は約

一八リットル、一升の十倍に当たります。また、ヒシャクの形から、星

座の名にも用いられます。漢点字では、「 」で表されます。

「一斗缶」「五斗米」「北斗七星」

（３７） 勺 シャク セキ く‐む

「つつみがまえ」（後の包の項でご紹介します）の中に点を入れた形の

文字です。ヒシャクで、酒や汁を汲み取る形を象っています。〝くむ〟

の読みは、そこから生じました。〝しゃく、せき〟は、容積の単位、一

合の十分の一、一升の百分の一で、約一八ミリリットルです。他にも面

積の単位として、一坪の百分の一、登山の路程の百分の一、一合の十分

の一の意味があります。漢点字では、「 」で表されます。「 」は、「門

構え」とともに、「つつみがまえ」として用いられます。



Ｅ－ＭＡＩＬ（岡田健嗣）： okada_tr_eib@ybb.ne.jp

横浜漢点字羽化の会 ＵＲＬ：http://ukanokai.web.infoseek.co.jp

《表紙絵 岡 稲子》 次回の発行は6月15日です。
※本誌(活字版･DAISY版･ディスク版)の無断転載は固くお断りします。

▼
〝
東
日
本
大
震
災
！
〟
な
ん
と
恐

ろ
し
い
こ
と
が
起
こ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。｢

想
定
外｣

も｢

想
定
外｣

、
絶

対
に
起
こ
る
は
ず
の
な
い
こ
と
が
、
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
す
。

ｍ
を
超
え
る
津
波
が
、
何
基
も
の
巨
大
原
発
の
設

15

備
を
の
み
込
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
を
設
計
し
た
技

術
者
た
ち
は
、
ま
さ
か
千
年
に
一
度
の
大
津
波
ま
で
は
考
え

て
い
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
で
も
、
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た

も
の
に
対
し
て
は
た
だ
た
だ
対
策
を
考
え
る
し
か
な
い
▼
い

っ
た
い
こ
れ
か
ら
先
、
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
い
っ
と

き
、
原
子
力
関
係
の
材
料
開
発
に
携
わ
っ
た
身
と
し
て
は
、

そ
の
技
術
の
行
き
着
く
先
が
こ
う
い
う
こ
と
に
つ
な
が
っ
た

と
い
う
事
実
に
、
忸
怩
た
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
、

多
か
れ
少
な
か
れ
放
射
能
の
影
響
は
徐
々
に
そ
の
範
囲
を
広

げ
て
く
る
こ
と
は
確
か
で
す
。
そ
れ
が
ど
の
程
度
に
収
ま
る

の
か
、
た
だ
固
唾
を
の
ん
で
見
守
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
何

と
か
無
事
に
収
ま
っ
て
く
れ
と
、
祈
る
の
み
で
す
▼
何
は
と

も
あ
れ
、
岡
田
さ
ん
、
合
格
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
自

ら
障
害
者
支
援
の
た
め
の
会
社
を
立
ち
上
げ
、
そ
の
業
務
の

運
営
を
ス
ム
ー
ズ
に
運
ぶ
た
め
に
介
護
福
祉
士
の
資
格
を
取

ら
れ
た
と
伺
っ
て
い
ま
す
。
漢
点
字
普
及
活
動
の
一
環
と
し

て
、
当
誌
の
発
行
を
維
持
し
て
行
く
た
め
に
、
毎
回
膨
大
な

原
稿
を
執
筆
さ
れ
て
い
る
岡
田
さ
ん
に
、
畏
敬
の
念
を
禁
じ

得
ま
せ
ん
。

（
木
下

和
久
）

編

集

後

記

（有）横浜トランスファ福祉サービス
障害者自立支援法の下、障害者にガイドヘルパーを派遣して、外出を

支援しています。対象は、横浜市在住・在宅の、視覚・肢体・知的重度

障害者。

常時募集・ガイドヘルパー：資格・ホームヘルパー２級以上、および

視覚・肢体障害者移動介護研修修了。

業務概要：上記障害者の外出支援。詳細は担当・柳田まで。

〒231-0063横浜市中区花咲町1-46-1

GSプラザ桜木町1104

電話: 045-263-0306

FAX: 045-263-0316

－ ２７ －


